
平成２２年度北海道シニア吹奏楽団総会議事録 

 

○日 時  平成２２年５月１５日（土）１７：００～１８：３０ 

○場 所  中村屋旅館 

 

○審議模様 事務局より提案の議案については原案通りで承認。 

 以下、中村副団長挨拶他の議案審議以外の状況について議事録を整理しました。 

 

○中村副団長挨拶要旨 

 ・「下手の横好き大集合」の趣旨でスタートした団も、「上手で、大好き」な方々が次々と入団され 

  いろんな面で変貌を遂げてくる時期になったとの感慨を持っている。 

 ・昨年は「日本生命財団」からの表彰、「ねんりんピック」「石狩緑苑台小学校・みどりの広場」「シ 

  ルバーハイツ」と定期演奏会以外の依頼演奏の貴重な経験を積むことが出来た。 

 ・音が充実してきたという実感を持っており、何時も沢山の人が練習へ参加し、一緒に音を出すと 

  いうことで色々な面で音楽的に進歩していると実感している。 

 ・前の定期演奏会からパート別実行委員会となり意欲的な企画運営をしていただいているが、来年、 

  その次に担当する方々からも提案をいただいており、そのくらい意欲を持って取り組んでこられ 

  ることは団の将来にとって誠にうれしいことである。 

 ・皆さんのご協力、ご努力に対し副団長として皆様に深くお礼を申し上げ、開会にあたり、去年の 

  総括と挨拶とさせていただきます。 

 

○資格審査 

 出席者２４名 委任状２１通 ・・・・・・・ 総会出席者の承認により総会成立 

 

○議長選出 

 事務局より、林さんを推薦 ・・・・・・・・ 出席者の拍手により林さんを議長に選出 

 

○議長挨拶要旨 

 皆さんの意見を取りまとめ審議をスムーズに進めたい。 

 しゃんしゃん会議でなく忌憚無く意見交換したい。 

 

○ 第１号、第２号関連質疑 

 １．吹奏楽連盟への加入について 

  （渡辺）  吹奏楽連盟には加入しなければならないものか 

  （副団長） 加入継続については、役員会で検討する。 

 ２．ホームページでの団員募集の考え方 

  （渡辺） チューバ定員３となっており在団１であるのに募集していないのは何故か 

  （事務局）休団者も定員に含めて考え募集をしている。チューバで言えば休団１、入団予定１の 



      情報があり募集はしていない。  

  （副団長）定員については一定の目安が必要で決めており、５年に１回位で見直しが必要と思う。 

      皆さんの意見を聴いて役員会で検討していく事項と考えている。 

                     

○第１６回定期演奏会総括要旨（菊田さんより） 

・「実行委員長だった渡辺さんが休団ということになり私が代わりに報告します」と挨拶があり全体の 

 総括として、サックスパートで実行委員会をやることになった経緯、メンバー、活動状況、テーマ・ 

 曲目の選定、チケット販売販売状況、入場者、アンケート結果等について報告があり最後に実行委 

 員の皆さんからのコメントが紹介され参加者の拍手で了承されました。 

 途中団長が到着され、第１６回定期演奏会総括終了後団長の挨拶をいただきました。 

 

○団長挨拶要旨 

 今日の総会に呼んでくれ有難う。団員で亡くなった方へのご冥福をお祈りします。 

  

○ 第３号、第４号議案関連 質疑無し ・・・・・・・・・・・・・ 拍手承認 

 

○第１７回定期演奏会実施方針要旨（鈴木さん） 

 第１７回実行委員長の鈴木さんより３号議案の補足という事で現在（直近の実行委員会５月９日時

点）決まっている事項が資料に基づき説明され、演奏会日時、テーマ、構成、司会者等の紹介に続き、

予算、ポスター・チラシ等宣伝方法の説明が有り支出の抑制に努めるがチケット収入を前年並みと考

え広告収入も世の中の情勢から厳しいと思うがぜひ広告収入増による増収を目指したいと、団員の皆

さんへの協力依頼が有り、出席者の拍手により承認されました。 

 

・勘米良さん、副団長より「ホルン協奏曲」に関連して発言がありました。 

 

○第５号議案 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 提案通り拍手承認 

 

○審議終了 議長退任 

 

○その他として事務局より 

 ・役員会での取組み事項（案）の紹介 

 ・団費の納入のお願い 

 

○ その他意見交換（要旨） 

・アドバイザー支援制度について 

  （渡辺）皆さんからの「何がわからない」「何を知りたい」という意見を欲しい。 

 ・訪問演奏について 

 （渡辺）７月２４日に町内会の祭りがあり演奏の要請がある。訪問演奏は価値があると思うが負担 



     に感じてまでやるのはどうかと思う。皆どのように感じているのか教えて欲しい。 

  （阿部勝、林）出れる人が出るわけで、負担に感じてまで出ているわけではない。 

  （渡辺・高橋）パートによっては参加者がゼロとなる場合もあり、どうしても出てくれとなった 

     り又は、別に頼んでまでやるかどうか、その対応が問題。 

  （副団長）団体として演奏を行うとなると基礎的な編成が必要となり、又どうしても必要なパー 

     トというものがあるわけで、その場合どうしても出て欲しいと言わざるを得ない場合のあ 

     る。どう考えるかはこれからの課題。 

  （石井） 団員の中でメンバーが揃うというのをベースにして出来る場合は受ける。メンバーが 

     欠けて演奏できないという場合は主催者側にお断りするというのを基本とする。 

     （どうしても出なければならない・・という場合もあるとは思いますが・・・） 

  （事務局）事例が発生した場合は皆さんに諮って対応することにします。 

 

以上の議論で総会を終了し、引き続き同じ場所で懇親会を行いました。 

 

（記録 事務局 柿岡） 


